
特集　生物多様性を高める林業経営と木材利用

32－令和６年度森林及び林業の動向 

(里山林の整備と広葉樹資源等の利用) 
かつての里山林と人との関わりを取り戻し、損なわれつつある特有の生物多様性を回復

していくため、里山林の整備に取り組み、二次的な自然を維持しつつ、多様な広葉樹資源
を持続的に利用していくことも重要である。 

林業が盛んな地域以外でも、ナラ枯れ被害対策等を契機として、里山林整備の積極的な
取組が進み始めており、スギ、ヒノキ等を中心とした用材生産とは異なる、広葉樹資源を
活かした林業に取り組む事例もみられる(事例 特－６)。近年は、広葉樹材の輸入が減少し、
国産広葉樹材に対するニーズも高まっており、資源利用の面からも今後の取組の広がりが
期待される。 

令和６(2024)年11月には、国産広葉樹利活用の今日的な意義を提言・発信していくこと

事例 特－６ ナラ枯れ被害対策を契機とした広葉樹材活用の取組 
香川県は、広葉樹林が約５万haと民有林の約６割を占め、その多くはクヌギやコナラ等か

らなる里山二次林である。令和元(2019)年度からナラ枯れ被害が発生し、拡大が懸念されて
いることから、令和２(2020)年度に「香川県ナラ枯れ防除対策方針」を策定し、高齢級の広
葉樹林を対象に、ナラ枯れ被害予防のための伐採を実施するとともに、広葉樹材の有効活用
に向けた取組を進めている。 

取組初年度には、広葉樹材需要の掘り起こしに向け、サンプル材を製作して木工関連事業
者等に配布し、数社から引き合いがあったが、品質面での要望が厳しく、納期や価格面でも
折り合いがつかなかった。これを踏まえ、翌年度には、広葉樹材の搬出には労力と時間を要
することや、広葉樹の材としての特性等について関係者間で共有するとともに、伐採予定の
広葉樹林の樹種、立木本数、材積等の情報を記載した「立木リスト」を作成し、伐採前に川
下の事業者に提供する取組を行った。また、県内の川上から川下までの事業者を対象に講演
会や意見交換等を行い、交流を深めたことで「県産広葉樹関係人口」も増加している。 

この結果、県内各地で広葉樹材が用材としての価格で流通し始め、約50㎥が家具材として
製材され、商品として流通するとともに、関係者間の独自の交流が生まれ、民間レベルでの
県産広葉樹活用に向けた動きが広がっている。 

今後は、「県産広葉樹関係人口」を広げるとともに、その交流を拡大することが重要であ
り、広葉樹材の生産者である川上の事業者、利用者である川中、建築や木工等の川下の事業
者、さらには県民を始めとする消費者等が情報を共有・交換できる「場」の創出に向けて取
り組んでいくこととしている。 

ナラ枯れ被害防止のための広葉樹の伐採 県産広葉樹を活用した家具(テーブル・椅子) 
(写真提供：香川県家具商工業協同組合) 
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